
KPMGにおいて、Inclusion, Diversity & Equity（IDE）
は不可欠であり、Our Valuesを支え、そしてOur 
Purposeである「社会に信頼を、変革に力を」の根幹
を為すものであると捉えています。
KPMGは、ハラスメント、脅迫、いじめや差別のない、
安全でインクルーシブな職場環境づくりに取り組んで
います。私たちは、組織員、クライアント、そして社
会から、ESGの“S（Social）”として、『KPMG 
Impact Plan』や、『Trust and Growth』における

LGBTQ+の世界的なビ
ジネスネットワークで
あるOut Leadershipと
提携した最初のプロ
フェッショナルファー
ムとして、業界をリー
ドしています。

私たちは、可能な限り、
メンバーファームごとに
パートナー・チャンピオ
ンを任命し、LGBTQ+の
人々が直面する課題をサ
ポートし、その解決を支
援することを目指します。

私たちKPMGのポジションを明確にするため、以下のとおりLGBTQ+に関するインクルージョンをここに宣言します。

私たちのこれまでの歩み：

さらなる前進に向けて：

2017年に、国連人権事務
局の「ビジネスのための行
動基準」に署名。レズビア
ン、ゲイ、バイセクシュア
ル、トランスジェンダー、
インターセックスの人々に
対する差別禁止に取り組ん
でいます。

私たちは、 LGBTQ+の
人々とAlly（アライ）
がコミュニティとして団
結することの価値を示す
ために、毎年「グローバ
ル・プライド・カンファ
レンス」を継続して開催
していきます。

2016年から従業員の
Global Pride Networkを
確立し、LGBTQ＋の当事
者をサポートしています。

私たちは、グローバル全体
で LGBTQ+のインクルー
ジョンを推進するために、
グローバルIDEチーム内にリ
ソースを提供し続け、IDE評
議会や各国および地域のプ
ライド・ネットワークと協
力しながら、 LGBTQ+の
人々が抱える障壁を取り除
く手助けをし続けます。

2020年から毎年、
KPMG Global Pride 
Conferenceを開催し
ています。

私たちは、社内でLGBTQ+
の人権に対する理解と受容
を高め、そして、LGBTQ+
の人々が私たちのグローバ
ルな組織に貢献しているこ
とや、その存在を認め続け
ていきます。

2021年に、コペンハーゲ
ンで開催されたWorld
Prideに協賛しました。

私たちは、すべての従業員が
積極的なAllyになることを
推奨します。
これにはメンバーファーム内
での取組みへの参加を検討す
ることのほか、 Global Pride
ネットワークとつながること
によるサポートも含まれます。

抱負と関連しながら、強固なIDEアジェンダを持つこと
が期待されています。なぜなら、私たちが暮らすこの世
界を代表する多様な人材が集まり、あらゆる意見が尊重
される環境が整うことで、困難な課題が解決されると認
識しているからです。これまでにKPMGは、LGBTQ+の
人々やコミュニティのインクルージョンを支援するため
に、以下の重要なステップを踏んできました。
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私たちは、多様性こそが私たちの組織の最大の強みであることを理解しています。
LGBTQ+の人権が尊重され、LGBTQ+の人々がありのままの自分らしさを発揮できる
職場環境は、私たち皆がさまざまな恩恵を受けることに繋がります。
KPMGは、性的指向や性自認の多様性を認め合うことを約束します。

本リーフレットは、KPMG米国が2022年に発行した「KPMG LGBTQ+Inclusion Statement」を、KPMG米国の許可を得て翻訳したものです。翻訳と英語原文間に齟齬がある場合は、当該英語原文が優
先するものとします。




